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日本語畿青分野 斎藤ひろみ
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1「 日本語を学ぶこと」の意味の多様化
一日本国内の日本語学習者の場合―
・生活者としての外国人
・専門分野で学ぶ留学生
・外国人児童生徒

Π 日本語教育の方法
・アカデミックジャパニーズ
・活動型日本語教育
・対話的問題解学晋
・ビア・ラーニング
・内容重視の日本語教育

Ⅲ 教師の役割 :日 本語教師養成の新たな課題

I粕
奄環      1

文潔議菖庫轟套:彗憲語菖認諸:声
生特H姜員会

            :2

1 日本語学習者の多様化               ■|

■ 生活者としての外国人

文化庁 r平 成22年 度国内の日本語敏青α

日本幅掌習者 16フ ,S94人  その内一

o日学生

独立行政法人日本学生支援機構「H22年

目学生 t41,774人 (H22年 5月 )大学麟

:濶 累言眉オ景麟菖ふ 国人児童生徒の受け入れ状況などに田する調

嗜

☆専門分野の先進性と将来のキヤリア III

日本歴相導が必要な外日人児童生徒 28,Sll人 (平成22年 9月 )

ポルトガル鷹・中国語・フィリピ′福・スペイン語 で 8096

・文部科学省r学校基本田壺」

公立学校に在籠する外国人謳童生佳 フ●214人 (平成22年 5月 )

★学習●加のための日本播能力の獲得

2「生活者としての外国人」に対する日本語教育

文化庁国語分科会日本語薇青小委員会(H2●H21)

顎謀翻 鮒鶴誂離粁鱗鋼潔年lЫ
蒻

事業

・『生活者としての外国人』のための日本語畿青事業(H10年～)

・r地壌日本語教育コーディネータ研修」(H22年～)

■壺研究

・「生活者としての外目人Jの 日本語籠力の測定・評価に関する鵬

査研究薇告」(H22年3月 )東京外国語大学

・『『生活者としての外国人』に対する日本籠彙青の

標準的なカリキユラム案について」(H22年5月 )

・r『同上』活用のためのガイドブック」(H23年 1月 )

文化春麟全国語分科会日本語崚青小委員会

3留学生に対する日本語教育

■日本語教育学会等

領城別研究会の発足

・アカデミック・ジヤパニーズ研究会(2004年 ～)

・ビジネス日本語研究会(2010年 ～)

I襲写電議讐塞塁協麿詰魯客日金均請
の日本語教育

:

高等軟青機関に在籍する日学生の多様なニーズに応じ :
た日本語教育の提供                 :

4外 国人児童 生徒 に対する日本語教育     :

ク文部科学省施無                   :
・帰日・外国人受け入れ促進事業(H22年～)       |

・就学前の外国人児童の初期指導教室の実施    |
・就学促進人・支援員の配置及び活用        :

・外国人児童生徒の総合的な学習支援事業(H22年 ～)  |
日本語指導のガイドラインの作成          |
日本語能力灘定方法の38発            |
日本梧指導員のための研修マニュアルの開発    |
実践事例の集釣と提供(HP:カスタネット)      |

,日本語教育学会 多文化共生における日本語教育研

究会

o母語・経承語・パイリンガル研究会
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「日本語を学ぶこと」の意味の多様化
→ 日本語教育の在り方の問い直じ

⇒

自己の世界が広がる

=日 本語教育のねらい

園
F]:[:iliJ:I:婚

じ力が高まる
     |

星尿麓房翡農3:撃ンティティ形成と連動)    |:

E 日本語教育の方法
1 日本語教育の新たな動き

'可

撃奪:1撃告 ■看勲撃早本語零■
=個人の人格形成に関わる日本

=教養教育 語教育
o学び方を学ぶ 螢自らのアイデンティティを構築・
「問題発見解決学習J    更新
e市民的散養 ゛学習の主体が学習者自身、間
「社会的な問題へと開か   題を発見し解決するのは学習
れた関心」        者自身

・・・学習者主体という考え方
門倉正美・簡井洋一・三

彦y理謝デミック
・ 細理チ慧場議肝意爵3薔「'

恭著1繭議提轟1書 :ⅢI[|ITIヽ||l l
ア
細 繁蜃奪翼量

にした英
o生活上の困難や課題を扱う
o社会的能力の獲得を目指す
岡崎・西川(1992)が、自律的学
習の方法論として日本語教育
に応用

,自 己拡大を目指す
o学習者自身が問題提起

対話を重ねる

互いが人的リソース

池
昌躙

子にアゥーニング入

|■対話みステ,プ■■|

■轟轟翼ょ籍
P鷲織踏叡lTII

2ビア・ラーニング
(1)ピア・ラーニングとは

<i〔

::J:景
li            ilFli「

視
 |:

f電諄瓢「
介として、ビア(p● or仲間)と協力して学冒課題を遂行

くピア・ラーニングの2つの目的>
・作文や餞解等の課題を遂行する
。伸間と学ぶことによって、人と人との社会的関係を築く

→自分自身を発見する

j騎疑』観爵鰭房繁霞嚇1・

経験を持つ学習者が集まる社会であ
 |::

e)e7.2-=>rlaffiffi,
・学習過程を共有する…
知識の伝達ではなく、相
互作用によって生み出さ
れる学び

f割竃潔窺轟翼宅言
めの「対話」

0リソースの増大
0理解の深化
0社会的関係性構築

と動機付け

(3)ピア・ラーニングのOll(ピア・リーディング)

―ジグソーリーディングー

般 電話 雛 鉱認雪認期署F持
ち 1

準備:s大学のキャンパスに関する23枚の情報カード
読解活動の進め方 :

①各グループでメンバーに数枚ずつ情報カードを配る。

%凛覚な(見
2蹴?菖夢鳥l口

頭で他のメン
QittLtti今つた情報を統合して、S大学のキャンパ   :ヨ

%は 、ザ嘱鸞鴫ソゴ習盾:客寛::編竃『
い

⑤グループ毎に、活動について振り返る。
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『内容」X「 日本語」のクロスカリキュラム

「教科内容JX「 日本語」
⇒「教科と日本語の統合教育J

哺墨番Ⅷ 蒋課の中α埃

(2)どのような内容を?

前提 :

成長過程にある子どもへの日本語教育=全人教育 |
「ことば」の獲得・発達 ≠言語の知識・技能の獲得 :

⇔生活世界の広がりに境との相互作用)     |
認 知 的 側 面 の 発 達 御 出・概念の形成、思考力の発違) |

子どもを対象としたCBIが選択する「内容」:     |=
・子どもの成長発達にとつて意味をもつ      |,
・将来の社会参画・自己実現のために価値がある  |:
・社会事象を読み解き、判断するためのカカ`高ま

咤蝙 :;

知的な学び応えのある探求型の活動で  :

認知的必要度          :

曜熊1卸疑:轟1橙

情報1「内容」の質的な転換 岡崎(2002)

従来の「内容■専門や教科の内容.¨ 同化では?

⇒「気づき」や『壼審」、「自己成長の実感」など、異

なる者同士が『やり取りを通して、双方共に、自分

鶴弱闘雛禦撃 獣畠
りとり
(p.64)

★子どもの場合                ,1
認知・母語が発達の途中にあり、メタ認知も十分 11

には発達していない。            111
→教師の役割がより重要に

隕偏1

(3)どのように?(CBIの多様な形態)      i

●シェルター型                    :

塵刑岬 計ラムを少数派言語07ども
:

言語面での不十分さを補助する支援を行う。       :
°

勒 躙 響 言婦 ぉ装壁電絲
:

を行う。                      |
。テーマ型                        ‐

渕 聰 騨鍋
綺

(4)実 践事例

|‐| | ‐横浜1市しヽもょう小学校|‐

1 目1肇構
=担

‐当‐申泄聡教諭

|‐
lポ
イ在:二轟『

`ろ

,‐1

一
●
●
一
　

一
，

●
■
●
●
一〓

一
●
一
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III教師の役割
_日 本語教員養成の新たな課題

1教師の役割 1

応ご蓄ξ若諾裏     そヽれに
|

くそのための観点>                |
・ 日本語力獲得の社会的意味
・ 学習者の個別性・多様性

1   将来像 (キャリアー形成)との関連性
1   生活・学習環境との関連性

1   興味・関心との関連性

1   学習者の発達段階との関連性
1 考慮しなければならない点

|   。 日本語教育を実施する条件・環境

2教師の役割2             1
コース設計に基づき、授業を計画し実施すること    |:

①学習の場をデザインすること          11
学習者にとっての「日本語を学ぶ意味」に鑑み、具  :
体的な目標を設定して、授業展開(言語活動をどの li
ように配置するか)を決定すること        |:

②授業を運営すること             |:
計画に基づき、学習者との相互作用を通して、状況 ||
に応じて計画を調整しながら授業を行うこと    ―

:

③形成的に学習成果を把握すること         '
学習のプロセスとその成果を、多様な方法で評価し、|:

☆ヒンF露彰蔦謝 .11亀ヵ・lll  蜻骰:

(1)スキャフォールディングとは.¨理論(心理学)|

くヴィゴツキー>社会文化的アプローチ:           |
学習は社会的な相互作用によって生じる。          |
「発達の最近接領崚」:                  11

子どもが自力で達成できるレベルと大人によるガ      11
イドやより力のある仲間との協働によって達成し得      |‐
るレベルの「幅J                      I

生産的学習は、この「発達の最近接領城」で生じる      |

くブルーナー>「スキャフォールディング(足場がけ)」 :      ||

瑞 離 景曾脇 事2規搬 踊 電負
彬,

(2)スキャフォールディングの教育文脈への応用
 ||

くWalqu(2007)>

教育文脈における
スキヤフオールディングの3つの側面

①カリキュラムの設計・改善(タスク、プロジェクト、
クラス活動の種類と配列)

②教室における学習活動を実施するための手順と
その支援(①を達成するために)

③相互作用による協働の過程を促進するための補
助(②を達成するために)        

輻

<ハモンド(2009)>                |
①マクロ・スキャフォールディング         :

(予め盛り込んでおく支援)        |
目標設定、活動の配列、参加形態・表現の決定  :
メッセージの多様性の利用、メタ言語的気づきの促し1

②ミクロ・スキャフォールディング          :
(相互作用的で、偶発性の高い支援 )

体験と結びつける、要約する、

学習者の発話を取り入れる、ヒントで引き出す

(3)言語教育 (英語学習者への)における
スキヤフオールディングのタイプ(vvALQU12007)

①モデルを示す(Modeling)

②既有知識と関連付ける(Bnd」 ng)

③文脈化する(ContextualiJng)

④スキーマを構築する(schema Building)

⑤テキストを再表現する(Re― presenung Text)

⑥メタ認知を発達させる(DeveЮ口ng
metacOgntiOn)
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(4)教室内の協働によるスキヤフォールディング
VAN LEIR(2004)の 発展型「発達の最近接領域J(2DP)

・モデリングやよ
り複雑な活動
への参加

・ セル 諷1ることを通|

て学ぷ   |スによる自律
的な学留

参考弓 i用文献               :
ら腱田綸子・鶴田洋子(21X17)『ピア ラーニング入円』ひつじ書

"ぅ 石井壼理手・コロひろみ・目倉正腱:"[上

“

桂≦2∞72f午空J

う
天電朧

`盤

%と
「内喜重視の麟 Ea詢 創 ‖難 ■『 ことばと

の小川貴士編薔(200フ 〕『日本■晨青のフロ方 イアJくろしお出菫

oお茶の水女手大学日本言語文化学研究会領魚 (2∞ 5)『 共生 1

o円倉正姜・宙井洋―・三宅和子al"“ )「ァヵデミック・ジヤ し ニーズ』ひつじ書

"°
襲寺

"鶴

鷹撃"「

年少者のための日本鷹餞青』

“

川英雄目に とばと文化を麟ぶ

● 川上部離儡■ (2006)r「 移■する子どもたち」と日本語敏青』明石書店

今川よ夢勢:互オ菫嬰子J上 4■まJ■駆髪望Lコ

"広

F"望『「移]
ことは ■を鋼遺する―E“敏宙コ飩a「の共■―』コヨ出巨          |

゛饉田洋手{2005)『Чとりで腱むことからピアJ量■ビグ
ヘ1東海大学出版会     |

ち 籠川英雄●(2008)『ことはの教育を実践する標究する』几人社

o SnOW&BnntOn(1997)市 e Conセ nt‐ 3aSed

Classr00“ ,Addison Wesiey Longman,

o cummms,J&swam,M.(1986)3illllgυ α′κ
"in

fducatわ ら LONGMAN

o Chamot,AU&0'Maneり 」M (1994)TH[CИ ttLA

″AArD300κ 力
"ρ

たmerlting the Cognitlve Acodemlc

とοngυage ιθarrlingス ρρrOac力  ADDiSON‐ ―WESLEY

PuBusHINC COMPANY

,Met,M(1994)Teaching content through a seCOnd
language  in FGenesee `Ed)Edυ catirg secοnd

langυοge c力 lldren Cambndge University

ク
21:Iよよ響i:F肥麗ぼ蹴:計[脱胤ス.
′ntrOductory Reader Mult‖ ingual Matters LTD

o Van Liet L(2004)The eCO10gy and Semiotics Oflanguage

learning Dordrecht:Kluwer Academic 瘍
]

10


